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  Impact of Spaceborne Doppler wind lidar (DWL) on numerical weather prediction was assessed using observing system 
simulation experiment (OSSE). DWL wind observations were simulated using a sophisticated lidar simulator that inputted 
atmospheric field from Sensitivity Observing System Experiment (SOSE) approach and aerosol field from a global aerosol model. 
DWL wind observations in the line-of-site direction were assimilated in the operational global assimilation system as of 2010. We 
recently revised quality control and observation error assignment procedures to more effectively assimilate DWL observations. This 
revision successfully brought improvement in zonal wind and temperature forecast verified against their own analyses and 
pseudo-truth field created by SOSE. This improvement was obvious in both the hemisphere and tropics at almost all levels at wide 
forecast range in data assimilation experiment in January. However, some degradation was found for an August experiment, 
suggesting the need to further improve QC and observation error assignment procedures. 
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1. はじめに 

 
3 次元の全球風観測データは、数値予報データ

同化にとって極めて重要であるにも関わらず、今

日の全球観測システムでは一部しか実現してい

ない。衛星搭載ドップラー風ライダー (DWL)は、

これを実現する有望な手法の一つである。本研究

では、衛星搭載 DWL による観測データをシミュ

レートし、気象庁現業全球データ同化システムを

用いて同化し、予測精度への影響を調査している。

このような仮想観測に対するインパクト評価を、

観測システムシミュレーション実験（OSSE）と

呼ぶ。  
昨年のシンポジウムでも、DWL の OSSE の初期

結果を報告したが、その後様々な検証を通じてデ

ータ同化の前処理に問題があることが分かった。

そのため、品質管理（QC）処理と観測誤差設定

処理を見直し、予測精度の向上を確認できた。本

シンポジウムでは、これらの処理の概要や精度評

価結果について報告する．  
 

2. 実験設定 

 
想定している DWL は、2μm 帯のコヒーレント

受信方式で、天底角 35 度、方位角 45 度と 135 度

の 2 方向にレーザ光を射出する。水平 100km、鉛

直は 0.5km（高度 3km 以下）、1km(3～9km)、2km(9
～27km)の分解能を実現できるようにショット積

算を行う。  
DWL 観測データのシミュレートは、Sensitivity 

Observing System Experiment （SOSE）手法に基づ

き気象場を、全球エアロゾルモデルを用いてエア

ロゾル場を作成し、これらをライダーシミュレー

タ ISOSIM-L に入力し後方散乱・リトリーブ計算

を行う。ライダーや疑似観測データの詳細につい

ては、参考文献を参照されたい 1,2)。先行研究と

比べ、本研究では全球エアロゾルモデルから作成

した現実的な 1 時間ごとの全球 3 次元のエアロゾ

ル分布を利用していることが大きな特徴の一つ

である。これにより、エアロゾルや雲場に応じた

現実的な風分布や信号雑音強度（SNR）を算出で

きるため、従来研究より現実的な（例えば季節や



場所依存性を反映した）誤差設定やインパクト調

査が可能となっている。  
同化処理では、精度が高く、且つ同化システム

で適切に扱える観測データだけを抽出し、そのデ

ータの品質に応じた観測誤差を設定して同化す

る。ただし実際の処理では、他の観測データや予

報モデルの誤差とのバランスも重要になるため、

QC の閾値や誤差設定値の調整を行う必要がある。

前述した QC や観測誤差処理の見直しでは、QC
をより厳しく設定し（例えば第一推定値との差が

大きなデータを除く QC や、SNR が小さなデータ

を除く閾値を小さくする）、さらに観測誤差も増

大させることとした。その結果第一推定値や他の

観測とバランスが取れた解析場が作成されるよ

うになった。これらの調整の前は、初期値に対す

る予測場の精度検証では改善が確認できていた

が、疑似真値場に対しては改悪となっていた。一

方、これらの調整により、疑似真値場に対する検

証結果に対しても改善を得ることができた。  
 

3. OSSE の結果 

 
DWL を追加して同化することによるインパク

トを調査するため、2010 年の 1 月と 8 月に対して

一ヶ月のデータ同化実験を行った。図１、２は、

DWL 同化による東西風の誤差の減少割合を、暖

色系で示している。図１の 1 月実験においては、

ほぼ全ての予報時間、領域、高度で改善が確認で

きる。気温場の予測に関しても、同様の結果が得

られている。一方図 2 の 8 月実験でも概ね改善傾

向ではあるが、南半球の 24 時間予報までで有意

に改悪しているところも見られる。これはシミュ

レートした DWL 観測の品質が 8 月実験の方が悪

く、QC を厳しくしても十分に除去できていない

ためである。シンポジウムでは、以上の結果やそ

の他の処理・評価結果について報告する予定であ

る。詳細については参考文献を参照されたい 3)。 
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(a) NH U Jan. (b) TR U Jan. (c) SH U Jan.

 
Fig. 1 Relative forecast error reduction (%) of zonal wind as a function of forecast up to 120-h for 

January experiment in (a) NH, (b) Tropics and (c) SH. Positive values correspond to forecast 
improvements by assimilating DWL and contour lines indicate the statistical significance at the 90% 
and 95% confidence levels.  

 
 

(a) NH U Aug. (b) TR U Aug. (c) SH U Aug.

 
Fig. 2 The same as Fig.1 except for August experiment.  


